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当社は、

準日とする剰余金の配当を行うこと

なお、当社は、会社法第

うことができる旨を定款に定めております。

 

 

 １．配当の内容

基 準 日

１ 株 当 た り

配 当 金

配 当 金 の 総 額

効 力 発 生 日

配 当 原 資

 

 ２．理由

    

的・

べきものと考えており

    

20

 

（参考）年間配当の内訳

 

基 準 日

平成

   位 

当社は、平成 30

準日とする剰余金の配当を行うこと

なお、当社は、会社法第

うことができる旨を定款に定めております。

１．配当の内容 

 

基 準 日

１ 株 当 た り

配 当 金

配 当 金 の 総 額

効 力 発 生 日

配 当 原 資

２．理由 

    当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、

的・安定的な

べきものと考えており

    平成 30 年３月期の

20 円といたました。

（参考）年間配当の内訳

 

基 準 日

平成 2 9 年

剰余金の配当

30 年５月 14 日開催の取締役会において、

準日とする剰余金の配当を行うこと

なお、当社は、会社法第 459

うことができる旨を定款に定めております。

 

決定額

基 準 日 平成 30

１ 株 当 た り 

配 当 金 

配 当 金 の 総 額 

効 力 発 生 日 平成 30

配 当 原 資 

当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、

安定的な株主還元を

べきものと考えております。

年３月期の期末配当については、

ました。 

（参考）年間配当の内訳 

基 準 日 

年 3 月期 

                  

剰余金の配当

日開催の取締役会において、

準日とする剰余金の配当を行うことを決議しましたので、

459 条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

うことができる旨を定款に定めております。

決定額 

30 年３月 31 日

20 円 00 銭

208 百万円

30 年６月 11 日

利益剰余金

当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、

株主還元を念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

ます。 

期末配当については、

 

第 3四半期末

10 円 00

                  

会 社

代表者名

（コード番号

問合せ先

 （電 話 番

剰余金の配当に関するお知らせ

 

日開催の取締役会において、

を決議しましたので、

条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

うことができる旨を定款に定めております。 

記 

直近の配当予想

（平成

日  

 

銭  

 

百万円  

日  

利益剰余金  

当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、

念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

期末配当については、上記方針

四半期末 

00 銭 

                  

会 社 名    

代表者名     

（コード番号 

問合せ先    

電 話 番 号 

に関するお知らせ

日開催の取締役会において、下記のとおり

を決議しましたので、お知らせいたします。

条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

直近の配当予想

（平成 30 年２月６

同左 

20 円 00

－ 

－ 

－ 

当社は、株主の皆様への利益還元につきましては、株主の裾野拡大を視野に入れた持続

念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

上記方針に基づき、

１株当たり配当金

期末 

10 円 00 銭

                     

 大 末 建 設 株 式 会

    代表取締役社長

 １８１４ 

  執行役員総務部長

 ０６－６１２１－７１４３）

に関するお知らせ 

下記のとおり平成

お知らせいたします。

条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

直近の配当予想 

６日） （平成

平成

00 銭  

 

平成

株主の裾野拡大を視野に入れた持続

念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

に基づき、10 円

１株当たり配当金 

 

銭 

（普通配当

（記念配当

      

平成 30 年 5

大 末 建 設 株 式 会

代表取締役社長 日髙

 東証１部）

執行役員総務部長 三宅

０６－６１２１－７１４３）

平成 30 年３月 31

お知らせいたします。 

条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

前期実績

（平成 29年３月

平成 29 年３月

10 円

104

平成 29 年６月

利益剰余金

株主の裾野拡大を視野に入れた持続

念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

円増配し、１株当たり

年間 

20 円 00

（普通配当 10

（記念配当 10

                     

5 月 14 日 

大 末 建 設 株 式 会 社     

日髙 光彰 

）     

三宅 嘉徳 

０６－６１２１－７１４３）  

31 日を基

条第１項に基づき、剰余金の配当を取締役会の決議によっても行

前期実績 

年３月 31日） 

年３月 31 日  

円 00 銭  

104 百万円  

年６月 12 日  

利益剰余金  

株主の裾野拡大を視野に入れた持続

念頭に、当期の業績、将来の見通し等を総合的に勘案して決定す

１株当たり

 

00 銭 

10 円 00 銭） 

10 円 00 銭） 

以 上 

                                      


